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予算特別委員会報告

予算特別委員会の報告を行ないます。

本定例会において付託されました、議案第２４号から議案第４１号までの平成３１年度

上野原市一般会計予算、各特別会計予算及び病院事業会計予算、合わせて１８件について、

３月６日、８日及び１１日の３日間にわたり慎重に審査した経過と結果を報告します。

平成３１年度の予算は、一般会計、特別会計合わせて、歳入歳出それぞれ、１７２億５,

８６７万９千円となり、前年度予算と比べると４,７３３万９千円、率にして０.３％の減

少となりました。

一般会計では、歳入歳出それぞれ、１００億７,０３１万３千円、前年度と比べると２億

１,２４５万１千円、率にして２.１％の減少となりました。

歳入では、自主財源が３８億５,８０５万９千円で、歳入全体の３８.３％を占めていま

す。

自主財源の主なものとしては、市税が３１億３,２０７万５千円、分担金及び負担金が９,

６６８万７千円、繰入金が２億７,２９３万３千円となり、自主財源全体で、前年度より４

４７万３千円の減額となりました。

市税については、個人市民税と市たばこ税で前年度と比べ、４,１４４万５千円の減額で

すが、法人市民税、固定資産税、軽自動車税、入湯税が前年度と比べ９,３０２万４千円増

額することから、市税全体で前年度と比べ５,１５７万９千円の増額を見込んでいます。

一方、依存財源は、合計６２億１,２２５万４千円で、歳入全体の６１.７％を占めてい

ます。

依存財源の主なものでは、地方交付税の普通交付税が２９億８,８４６万２千円、市債が

６億９,５２０万円、国庫支出金が８億３,９６４万７千円、県支出金が５億８,７５０万１

千円となり、依存財源全体では、前年度と比べ２億７９７万８千円、率にして３.２％の減

少となりました。

次に、歳出を目的別に見ると、前年度と比べ減額した主なものとしては、土木費が１億

２,２８３万４千円、率にして１０.１％の減、農林水産業費が、９,２２２万８千円、率に

して３３.７％の減、公債費が８,８５６万４千円、率にして５.８％の減となりました。

一方、増額した主なものとしては、衛生費が１億４,２０２万７千円、率にして１０.４％、

民生費が２,０９１万４千円、率にして０.７％の増となっています。

一般会計歳出の性質別構成比を見ると、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が４７億

９,５８７万５千円で、前年度と比べ合計で１億１,６００万１千円の減額となっています。

また、投資的経費は、全体で７億８,７４１万９千円で、前年度と比べ３億１８５万円の

減額となりました。

普通建設事業費のうち、単独事業費については、１億７,２３４万９千円の減額であり、

（仮称）談合坂スマートインター関連事業等大型事業が、終了または収束に向かっている

ことが大きな要因となっています。

増額した主なものとしては、公共施設マネジメントの策定業務や総合戦略策定業務に伴

う支援業務等としての物件費が６,６１１万９千円の増額、国民健康保険特別会計等、特別

会計への繰出金が６,７６７万４千円の増額となっています。

平成３１年度の一般会計に新規に計上しました主なものは、総務費では、ハザードマッ

プ更新に係る経費や、高齢者運転免許証返納支援に係る経費、衛生費では、母子健康手帳

アプリ導入に伴う総合福祉センター維持管理に係る経費、商工費では、マス釣場の指定管
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理業務に係る経費、教育費では、学校施設長寿命化計画策定に係る経費などとなっていま

す。

次に、特別会計については、１６会計で、歳入歳出それぞれ、７１億８,８３６万６千円、

前年度と比べ１億６,５１１万２千円、率にして２.４％の増加となっています。

また、病院事業会計の収益的収支では、収入に対する不足額、８,６８６万９千円につい

ては、資本金を取り崩し、利益剰余金に振り替え、そのすべてで当年度欠損金を補てんす

るものです。

３日間にわたる課別審査や総括において、市の財政全般にわたり多くの質疑や提言があ

りました。その主なものについては、

・市が総合戦略において掲げている数値目標を達成するための予算編成とすべきである。

・自助、共助が重要視されている現況を踏まえ、自主防災会等、身近で実効性のある活

動に予算をかけるべきである。

・市立病院における指定管理の期間が、１０年から３年に変更になるが、撤退を考えて

の変更なのか。

・市立病院の指定管理料が大幅にアップするということだが、指定管理者が正規、非正

規職員に支払っている給料はどの位になるのか。

・防犯灯のＬＥＤ化については、大幅な電気料の削減につながっているため、その成果

を広報等で市民に周知すべきである。

・職員の地域手当はなぜ平成２７年度より支給されることとなったのか。

・市立図書館は、建物の構造上、遮音性が低い状況にあるが、教育施設という観点から、

スペース活用の方法を考えてもらいたい。

・森林環境税の使い道については、有意義なものになるよう、今後は行政と議会が連携

して、県や国に働きかける必要がある。

・神社等にあるトイレは観光客の訪問も考慮し、清掃の回数を増やした方がよいのでは

ないか。

・結婚相談所については、他市を参考にしながら具体策を講じる必要がある。

・こども園と学童の延長時間について、利用者のニーズを把握し、それに見合った運営

をしてもらいたい。

・いじめ問題について、学校単位での対策は当然であるが、教育委員会としての方針を

しっかりと持ち、対応が後手に回る事の無いよう努められたい。

その他、各課全般にわたり多くの意見が出されました。

それらを踏まえ、採決した結果、「議案第２４号 平成３１年度上野原市一般会計予算」、

「議案第２５号 平成３１年度上野原市国民健康保険特別会計予算」、「議案第２６号 平

成３１年度上野原市後期高齢者医療特別会計予算」、「議案第２７号 平成３１年度上野原

市介護保険特別会計予算」については、異議がありましたので、起立採決を行いました。

その結果、賛成多数で原案どおり可決すべきものと決定しました。

その他１４議案については、異議なく全会一致で原案どおり可決すべきものと決定しま

した。

市当局におかれましては、大型事業も完了していく中、今後も市民のニーズを的確に把

握し、自主財源の確保や経費の合理化・効率化を図り、限られた財源の有効活用と、健全

な財政運営に努めていく必要があります。

委員会での意見等を市政運営に反映されることを強く要望し、予算特別委員会の報告と

します。


